






昨年までに強酸性電解水の有効塩素測定法 として確立 したDPD滴 定法お よびNaOHに よ
りpHを10～11と して292㎜ の吸光度の演掟 によって定量す る紫外可視分光法はpH2-5、 共
存塩灘200㎜o匹 以下の範囲で適用可能であることが明 らかとなった。
1.2電 解水の殺菌効果に対するpH及 び共存塩濃度の影響
強酸性 電 解 水 の必 要最 小 限 の有 効塩 素 量 に対 す るpH及 び共 存塩 濃 度 の影 響 を明 らか と
す る こ とを 目的 と して 、擬 似 的酸 性水 をpH1.8～pH6の 範 囲で 有効塩 素量 が0.30mmoULと
な るよ う調製 し、各種殺 菌効 果試 験 を行 い 、以 下の結 果 が得 られ た。
① 共 存 塩 濃 度0に お い て 、S.epidermidisはpH2.3～2.8、P.aemginosaはpH2.3以 下 で 、
E.coliはpH2.3～3.3に おい て即効 的 な殺 菌効 果 を示 した。
② 共 存 塩 澱13.5mmoULで はS.epidermidisはpH3.0,P.aeruginosaはpH2.5以 下 で 、
EcoliはpH3.0に お い て即効 的な殺 菌効果 を示 した。
③ 共 存塩xの 増 加 に伴 い殺 菌効 果 は低 下 し、 共存 塩 一Ix100mmoUL以 上 で は検討
した全 て にお い て即効 的な殺 菌効果 が認 め られ なか った。
④ 全 有効 塩 素 中のHClOの 存在 割合 が最 大 とな るpH領 域 は、共 存塩 濃度 の増 加 に伴 い
高pH側 へ移行 す る。
以上 よ り、強酸性 電解 水 を有効 に利用 す るた めに は共 存塩濃 度 を抑 え るこ とが重 要 と考
え られ た。
1.3電 解水の安定性に対す るpH及 び温度の影響
酸性電解水の有効塩素量の安定性に対するpH及 び保持温度の影響 を明 らか とす ること
を 目的 として、2種 の方法で調製 した電解酸性水 と、pH2～pH7の 範 囲で有効塩素量が0.2
7～0.28mmoULと なるよ う調製 した擬似 的電解水を用いて、各測定を行った。その結果、
酸 性電解水の安定性にはpHと 保持温度の影響が大きい ことがわか り、pHを3以 上 とし、冷
蔵保存することで使用期間延長の可能性が考えられた。
1.4水 道水へ の磁気処理(開 放系)
水道水の蛇 口付近に永久磁石を装着する簡易型磁気活水器による処理の影響を検討 した。










1.5複 合 処 理
磁 気 処理(最 大440mT)、 掩 搾 、セ ラ ミックス に よ る複 合 処理 装 置 に よ り、 純水 よ り調
製 したNaCl、KCl水 溶 液(1mmol/L、10mmoUL)を 用 い 、処 理前 後 にっ い て検 討 した。 セ
ラ ミックス の有無 につ いて比 較 した ところセ ラ ミックスか らの溶 出が確 認 され 、セ ラ ミッ
クス共存 下 では処理 に よってpHが 約3上 昇 し、ORPが 低 下す る こ とがわ か った。'
1.6塩 の水溶液の磁気処理 屍
lOmmoULのNaClお よびKCl水 溶椥 こっいて170NMR測 定を行 った。48時 間静止 した
状態で、NMRチ ューブの外側 を磁気処理装置 に接触 させ 、測定直前 に30回 磁石 の面上
を上下に移動 させた。また磁石をはず して24時 間放置後 の結果をあわせて測定 した。処
理によってKCl水 溶液では半値幅が小 さくなるが、24時 間放置によって処理前の状態に
戻ることがわかった。'
以上 より、数百mT程 度の磁気処理 による水溶液の機能化 には、溶存イオンの水和構造
の関与が考えられた。 、
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